
表紙写真：部隊集合教育「レンジャー」帰還式（家族との再会）

職場の豆知識

２府４県近畿の旅

奈良県 信貴山朝護孫子寺
世界一大きい寅の張り子

攻めの参拝

各種行事・訓練・災害派遣

部隊集合教育「レンジャー」
令和３年度日米共同方面隊指揮所演習（ＹＳー８１）
鳥インフルエンザに係る災害派遣
師団部隊相談員集合訓練
近畿府県合同防災訓練
音楽隊派遣演奏

第３師団隊員紹介コーナー

３Ｄレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼

令和３年１２月
ＮＯ．１ ４ ９



１ ３ 師 団 だ よ り 第１４９号 令和３年（２０２１年） １２月

第６６期レンジャー隊員と教官助教（第７普通科連隊）

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
は

11
月
29
日
（
月
）
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
は
11
月
24
日
（
水
）
、
そ
れ
ぞ
れ
部
隊
集

合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
帰
還
式
を
実
施
し
た
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
達
は
、
教
育
の
総
仕
上
げ
と
な

る
約
１
か
月
に
わ
た
る
行
動
訓
練
を
終
え
、
厳
し
い

訓
練
に
耐
え
抜
き
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
で
駐
屯

地
に
帰
還
し
た
。

彼
ら
は
、
同
じ
部
隊
の
隊
員
や
家
族
等
に
温
か
く

出
迎
え
ら
れ
た
後
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
の
代
表
が
、

連
隊
長
に
対
し
て
帰
還
報
告
を
実
施
し
た
。
報
告
を

連隊長からレンジャーき章の授与（第７普通科連隊）

出迎えた家族からの祝福（第３７普通科連隊） 第５４期レンジャー隊員と連隊長・教官助教（第３７普通科連隊）

連隊長に対する帰還報告（第７普通科連隊）

駐屯地に帰還し、熱烈な出迎えを受けるレンジャー隊員（第３７普通科連隊）
受
け
た
連
隊
長
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
（
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
で
「
固
い
意
志
」
を
表
現
）
を
学
生
一
人

ひ
と
り
に
直
接
授
与
し
た
。

基
礎
訓
練
も
含
め
て
約
３
か
月
の
過
酷
な
訓
練

を
乗
り
越
え
、
念
願
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
を
手
に

し
た
瞬
間
、
そ
の
達
成
感
と
と
も
に
大
粒
の
涙
が

こ
ぼ
れ
た
。

本
教
育
を
修
了
し
た
第
７
普
通
科
連
隊
所
属
の

高
橋
３
曹
は
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
と
し
て
今
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
ま
す
」
と
述

べ
た
。



２ ３ 師 団 だ よ り 第１４９号 令和３年（２０２１年） １２月

師
団
は
、
令
和
３
年
12
月
１
日
（
水
）
か
ら
13
日
（
月
）
ま
で
の

間
、
中
部
方
面
隊
の
隷
下
部
隊
と
し
て
令
和
３
年
度
日
米
共
同
方

面
隊
指
揮
所
演
習
（
Ｙ
Ｓ
ー
81
）
に
参
加
し
た
。

本
指
揮
所
演
習
は
、
最
新
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

指
揮
幕
僚
活
動
を
演
練
し
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
を
一
層
強
化

す
る
た
め
、
日
米
共
同
作
戦
能
力
の
向
上
及
び
領
域
横
断
作
戦
に
必
要
な

能
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

第
３
師
団
は
、
方
面
隊
の
主
力
部
隊
と
な
り
、
米
陸
軍
と
共
同
し
て
作

戦
し
、
方
面
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。

指揮官会議（攻撃命令下達）地図を使用した幕僚調整

姫
路
駐
屯
地
（
司
令

小

松
１
佐
）
は
、
令
和
３
年
11

月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
、

兵
庫
県
知
事
か
ら
の
災
害
派

遣
要
請
を
受
け
て
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
係
る
災
害
派
遣

活
動
を
開
始
し
た
。

本
災
害
派
遣
で
は
、
第
３

特
科
隊
及
び
第
３
高
射
特
科

大
隊
を
基
幹
と
す
る
約
２
０

０
名
が
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
検
出
さ
れ
た
養

鶏
場
に
お
い
て
活
動
し
た
。

派
遣
隊
員
た
ち
は
、
白
い

防
護
服
に
身
を
包
み
、
地
域

の
不
安
を
早
期
に
解
消
す
る

た
め
24
時
間
態
勢
で
活
動
し

た
。
翌
18
日
（
木
）
午
後
８

時
に
撤
収
要
請
を
受
け
、
活

動
を
終
了
し
た
。

派遣現場に向け前進開始

師団長による現場指導

鶏の殺処分

師団長

方面総監から作戦指導を受ける師団長



３ ３ 師 団 だ よ り 第１４９号 令和３年（２０２１年） １２月

師
団
は
、
師
団
司
令
部
第
１
部
長
を
訓
練
担
任
官
と
し
て
、
令

和
３
年
11
月
15
日
（
月
）
か
ら
19
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
千
僧
駐

屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
部
隊
相
談
員
集
合
訓
練
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
隊
員
か
ら
様
々
な
相
談
を
受
け
る
役
割
を
担
う
各

部
隊
の
相
談
員
に
対
し
て
、
ス
ト
レ
ス
対
処
、
相
談
対
応
要
領
等

の
識
能
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

集
合
訓
練
で
は
、
傾
聴
技
法
、
隊
員
の
互
助
（
声
掛
け
）
及
び

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
教
育
等
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
度
を
向

上
さ
せ
た
。
集
合
訓
練
の
終
了
時
に
は
、
練
度
十
分
と
認
め
ら
れ

た
隊
員
に
担
任
官
か
ら
認
定
証
明
を
交
付
し
、
部
隊
相
談
員
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
た
。

本
教
育
に
参
加
し
た
第
７
普
通
科
連
隊
所
属
の
安
田
３
曹
は
「
普
段

か
ら
の
声
掛
け
や
相
手
の
話
に
対
す
る
相
づ
ち
・
う
な
づ
き
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
。
相
談
者
の
気
持
ち
を
一
番
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
相
談
員
に
な
り
た
い
」
と
述
べ
た
。 教育修了者へ部隊相談員認定証の交付

第
３
特
科
隊
及
び
第
３

高
射
特
科
大
隊
は
、
令
和

３
年
12
月
５
日
（
日
）
、

淡
路
市
生
穂
新
島
及
び
洲

本
市
由
良
町
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
近
畿
府
県
合
同

防
災
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
防
災
訓
練
は
、
兵
庫

県
沿
岸
に
お
い
て
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

自
衛
隊
、
警
察
及
び
消
防

が
連
携
し
て
土
砂
災
害
現

場
か
ら
の
救
出
訓
練
等
を

行
っ
た
。

本
防
災
訓
練
に
参
加
し

た
第
３
特
科
隊
所
属
の
川

島
３
曹
は
「
訓
練
を
通
じ

て
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

災
害
が
発
生
し
た
際
は
、

一
人
で
も
多
く
の
人
命
を

救
助
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

埋没車両からの救出活動

消防隊員との調整

第３師団部隊相談員教育

修了者に交付される認定証

傾聴技法

各種ハラスメント教育

土砂災害現場からの負傷者救出

第
３
音
楽
隊
（
隊
長

今
井
１
尉
）
は
、
令
和
３

年
12
月
９
日
（
木
）
、
兵

庫
県
西
宮
市
山
口
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
地
域
の
皆
様

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
派
遣
演
奏
を
実
施

し
た
。

当
日
は
、
多
く
の
方
々

が
来
場
し
、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
の
ほ
か
、
美
空

ひ
ば
り
さ
ん
の
『
川
の
流

れ
の
よ
う
に
』
や
、
２
０

２
１
年
紅
白
歌
合
戦
に
出

場
予
定
の
松
平
健
さ
ん
『
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
』
を
披
露

し
、
会
場
内
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
み
せ
、
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

重厚な音で観客を魅了した大編成

超絶技巧を披露したパーカッション（打楽器）

女性隊員主体のアンサンブル



４ ３ 師 団 だ よ り 第１４９号 令和３年（２０２１年） １２月

第３戦車大隊第１中隊

陸士長 足木 君光

今
回
は
、
第
３
戦
車
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す

る
足
木

君
光
（
あ
し
き

き
み
か
）
士
長
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
足
木
士
長
は
戦
車
大
隊
に

お
け
る
初
の
女
性
戦
車
手
と
し
て
、
令
和
２
年
10

月
に
第
１
中
隊
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
後
輩
隊
員

を
率
先
し
て
引
っ
張
る
元
気
溌
剌
と
し
た
隊
員
で
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
陸
曹
教
育
隊
に
入
校
す
る

た
め
、
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

幼
い
頃
か
ら
、
正
義
感
が
強
く
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
、
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
や
り
が
い
・
魅
力
は
。

Ａ

国
防
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
74
式
戦
車
の

斜
め
横
か
ら
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
大
好
き
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

新
隊
員
前
期
教
育
の
総
合
訓
練
で
す
。
仲
間

と
共
に
同
じ
目
標
に
向
か
い
、
困
難
を
乗
り
越

え
、
切
磋
琢
磨
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

職
場
の
先
輩
で
す
。
厳
し
い
方
で
す
が
、
そ

の
中
に
も
優
し
さ
が
あ
り
、
面
倒
見
が
よ
く
後

輩
か
ら
慕
わ
れ
る
方
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
筋
ト
レ
で
す
。
平
日
、
休

日
関
係
な
く
体
を
鍛
え
て
精
強
な
自
衛
官
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

戦
車
の
砲
手
と
し
て
活
躍
し
、
特
級
を
取
得

す
る
こ
と
と
、
格
闘
指
導
官
に
な
る
こ
と
を
目

標
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

い
つ
ま
で
も
精
強
な
自
衛
官
で
あ
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
向
上
心
、
情
熱
を
常
に
持
っ
た

陸
曹
、
人
間
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

第７普通科連隊第４中隊

３等陸曹 岸見 遼平

第３通信大隊第１中隊

３等陸尉 石橋 麻耶

今
回
は
、
第
３
通
信
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す

る
石
橋

麻
耶
（
い
し
ば
し

ま
や
）
３
尉
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
石
橋
３
尉
は
、
指
揮
所
通

信
小
隊
長
と
し
て
日
々
、
任
務
に
邁
進
中
で
す
。

Ｑ

第
何
期
で
入
校
し
ま
し
た
か
。

Ａ

平
成
31
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し

て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
19
Ｕ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

大
学
生
の
時
に
参
加
し
た
自
衛
隊
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
２
泊
３
日
の
隊
内
生
活
体

験
で
、
自
衛
隊
に
は
様
々
な
職
種
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

高
良
山
登
山
走
、
藤
山
武
装
障
害
走
、
総

合
訓
練
で
す
。
走
る
の
が
苦
手
な
私
に
と
っ

て
登
山
走
と
障
害
走
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、

指
導
部
、
同
期
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
合
格
基

準
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

現
在
は
運
用
訓
練
幹
部
を
代
行
し
、
各
種

訓
練
の
計
画
を
し
て
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

主
務
者
と
し
て
計
画
し
た
訓
練
で
成
果
を

得
て
、
無
事
故
で
終
了
し
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

自
ら
小
隊
員
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
人
と

な
り
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
上
司
に
対
す

る
適
時
適
切
な
報
告
が
身
に
付
い
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

し
っ
か
り
と
現
場
の
声
を
聴
い
て
部
隊
運

用
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
に
所

属
す
る
岸
見

遼
平
（
き
し
み

り
ょ
う
へ
い
）

３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

岸
見
３
曹
は
、
平
成
25
年
９
月
に
第
４
中
隊

に
配
置
さ
れ
、
平
成
29
年
７
月
に
３
等
陸
曹
へ

と
昇
任
し
、
現
在
は
中
隊
本
部
文
書
陸
曹
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

岸
見
３
曹
は
、
行
政
文
書
管
理
に
つ
い
て
の

識
能
向
上
に
努
め
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
以
降
、
年
々
進
化
す
る
文
書
管
理
業
務
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
中
隊
本
部
の
各
係
や
隊
員

に
対
し
て
文
書
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
適
正
な
文
書
管
理
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
隊
本
部
の
若
手
と
し
て

突
発
的
な
任
務
に
も
率
先
し
て
参
加
す
る
な
ど

各
係
の
円
滑
な
業
務
の
遂
行
に
積
極
的
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
岸
見
３
曹
は
、
３
児
の
父
親
で
あ
り
、

休
日
に
は
釣
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
ア
ウ

ト
ド
ア
や
、
最
近
始
め
た
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
家
族
と
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に

公
私
に
渡
っ
て

充
実
し
て
い
る

岸
見
３
曹
は
、

今
後
も
中
隊
で

更
な
る
活
躍
を

し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

３

第３後方支援連隊第１整備大隊

１等陸士 中田 優奈

私
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊
に

所
属
す
る
中
田

優
奈
（
な
か
た

ゆ
う
な
）
１

士
で
す
。
今
回
は
、
私
の
趣
味
で
あ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
（
陸
上
競
技
）
」
を
紹
介
し
ま
す
。

趣
味
を
始
め
た
の
は
、
中
学
か
ら
陸
上
競
技
を

し
て
い
た
二
つ
年
上
の
兄
を
応
援
す
る
た
め
、
週

末
等
に
家
族
で
習
慣
に
な
る
ほ
ど
競
技
場
へ
足
を

運
ん
で
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
知
ら
ず
の

内
に
趣
味
と
し
て
私
の
心
の
中
に
根
付
い
て
い
ま

し
た
。

当
時
、
私
は
競
技
中
の
兄
の
姿
を
見
て
「
か
っ

こ
い
い
な
ぁ
」
と
憧
れ
を
抱
く
と
と
も
に
、
一
生

懸
命
に
競
技
場
を
駆
け
る
そ
の
姿
に
鳥
肌
が
立
つ

ほ
ど
に
感
動
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
に
感
動
や
勇
気
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
運
動
に
あ
ま
り
自
信
が
な
か
っ

た
私
も
兄
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
中
学
か
ら
高
校

ま
で
の
６
年
間
、
陸
上
部
に
所
属
し
、
努
力
の
甲

斐
も
あ
っ
て
近
畿
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
選
手
（
頑
張
っ
て
い
る
人
）

を
全
力
で
応
援
し
『
感
動
』
や
『
勇
気
』
を
み
ん

な
で
分
か
ち
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
応
援
す
る
時
に
大
声
を
出
せ
ば
、
嫌
な

こ
と
や
悩
み
事
も
忘
れ
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に
は

最
高
で
す
！

残
念
な
が
ら
、
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大
声

で
の
観
戦
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
た
ス
タ
ン
ド
に

立
っ
て
、
後
輩
や
頑
張
っ
て
い
る
人
達
を
全
力
で

応
援
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

２

２ 本堂からの景色（奈良県側）

１

５ ３ 師 団 だ よ り 第１４９号 令和３年（２０２１年） １２月

今
回
は
、
奈
良
県
生
駒
郡
に
あ
る
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
を
紹
介
し
ま

す
。
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
は
、
２
０
２
２
年
干
支
「
寅
」
に
ゆ
か
り
あ

る
「
張
り
子
の
寅
」
が
有
名
な
神
社
で
す
。

今
か
ら
約
１
４
０
０
年
前
、
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
（
も
の
の
べ
の

も
り
や
）
討
伐
の
た
め
、
こ
の
山
に
立
ち
寄
っ
て
戦
勝
祈
願
を
し
た
と

こ
ろ
、
天
空
に
毘
沙
門
天
が
現
れ
、
戦
い
を
勝
利
に
導
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
太
子
は
自
ら
毘
沙
門
天
の
お
姿
を
彫
刻
し
伽
藍
（
が
ら
ん
）
を

建
て
、
信
ず
べ
き
貴
ぶ
べ
き
山
と
し
て
『
信
貴
山
』
と
名
付
け
た
こ
と

が
信
貴
山
朝
護
子
寺
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

毘
沙
門
天
は
七
福
神
の
中
で
も
福
徳
随
一
と
言
わ
れ
て
お
り
、
家
内

安
全
、
商
売
繁
盛
、
開
運
長
久
、
心
願
成
就
等
の
ご
利
益
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
２
０
２
２
年
の
初
詣
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
お
出
掛
け
の
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
油
断
せ
ず
に
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
訪
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○住 所 〒636-0923 奈良県生駒郡平群町信貴山

○電 話 0745-72-2277

〇拝観時間 午前９時～１７時（年中無休）

○駐 車 場 有料（普通車 500円、バス 1,000円）

１ 世界一大きい寅の張り子「世界一福寅」

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

し
ぎ
さ
ん
ち
ょ
う
ご
そ
ん
し
じ

「

攻

め

の

参

拝

」

気
が
付
け
ば
令
和
３
年
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

1
年
を
振
り
返
る
と
「
大
変
充
実
！
」
「
多
忙
を
極
め

た…

」
等
、
感
想
も
人
に
よ
り
様
々
で
す
が
、
来
年
も
元

気
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

も
う
す
ぐ
新
年
を
迎
え
ま
す
が
、
１
年
間
の
さ
さ
や
か

な
幸
せ
を
祈
願
す
る
た
め
、
神
社
へ
初
詣
に
行
か
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

参
拝
に
は
作
法
等
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、
知
ら
な
い

よ
り
は
知
っ
て
お
い
た
方
が
、
よ
り
多
く
の
ご
利
益
に
あ

ず
か
れ
そ
う
で
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
神
社
の
参
拝
方
法

に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
。

〇
参
道
の
歩
き
方…

参
道
の
左
右
ど
ち
ら
か
に
寄
っ
て
歩

き
ま
す
。
中
央
は
「
正
中
」
と
呼
ば
れ
、
神
様
が
通
る
道

と
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
は
避
け
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

〇
お
清
め…

手
水
舎
に
て
ひ
し
ゃ
く
で
水
を
汲
み
、
左
手
、

右
手
の
順
で
手
を
洗
っ
た
後
に
左
手
で
水
を
受
け
て
口
中

を
す
す
ぎ
ま
す
。
最
後
に
、
ひ
し
ゃ
く
を
立
て
て
柄
を
洗

い
、
元
に
戻
し
て
終
了
で
す
。
こ
の
一
連
の
動
作
を
１
杯

の
水
で
全
て
行
う
の
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

〇
お
参
り…

鈴
が
あ
れ
ば
ま
ず
鳴
ら
し
、
次
い
で
お
賽
銭

を
賽
銭
箱
に
投
入
し
ま
す
。
金
額
に
決
ま
り
は
な
く
「
穢

れ
を
払
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
お
参
り
は

二
礼
・
二
拍
手
・
一
礼
の
順
で
行
い
ま
す
。
拍
手
の
際
は
、

関
節
１
つ
分
手
を
ず
ら
す
と
手
の
ひ
ら
の
間
隙
が
無
く
な

り
、
と
て
も
良
い
音
が
出
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
決
ま
り
事
が
多
い
と
堅
苦
し
さ

を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
神
社
は
全
国
に
８
万
社
以
上

と
、
実
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
数
（
６
万
未

満
）
よ
り
も
多
く
、
も
っ
と
気
軽
な
存
在
な
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
は
逆
に
、
お
賽
銭
の
金
額
、
投
げ
方
等
特

に
決
ま
り
の
な
い
部
分
も
自
ら
ル
ー
ル
化
し
て
参
拝
す
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ル
ー
テ
ィ
ー

ン
よ
ろ
し
く
、
不
思
議
と
心
の
整
い
を
感
じ
ま
す
。

初
詣
は
全
集
中
で
参
拝
し
、
来
年
も
任
務
遂
行
に
邁
進

し
ま
し
ょ
う
。


